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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光により励起される構造を有するポリマー膜が形成された基板を水平に保ちつつ、
前記ポリマー膜を、そのガラス転移温度からガラス転移温度より１００℃高い温度の範囲
に加熱するかまたは該ポリマーに対して１～２０重量％の範囲で溶剤を含有させた状態で
、
前記ポリマー膜表面に対して垂直方向から光を照射して線幅１０μｍ～１００ｍｍの線状
露光部を形成し、
前記線状露光部が前記ポリマー膜表面上を並進速度１～８００ｍｍで並進するように前記
ポリマー膜表面を連続的に線状露光する
ことを特徴とする、液晶配向処理方法。
【請求項２】
　上記光が直線偏光の放射線である、請求項１に記載の液晶配向処理方法。
【請求項３】
　上記光の照射がエキシマレーザ－を光源とするものである、請求項１または２に記載の
液晶配向処理方法。
【請求項４】
　上記光により励起される構造がカルコン構造である、請求項１～３のいずれか一項に記
載の液晶配向処理方法。
【請求項５】
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　請求項１～４のいずれか一項に記載の液晶配向処理方法を用いて形成された液晶配向膜
を備えた液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は基板上に形成された液晶配向膜に液晶配向性を付与する液晶配向処理方法および
得られた液晶配向膜を基板上に備えた液晶表示素子に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ノートパソコンのモニターや携帯電話、携帯情報端末などの画像表示装置に液晶表示素子
は広く用いられている。
【０００３】
これらの液晶表示素子には、少なくとも片方に透明電極が形成されたガラス基板に液晶材
料を挟持して得られる多数の画素からなるパネルを構成し、前記画素に形成した電極に対
し選択的に電圧を印加して所望の電極における液晶分子の電圧印加による光スイッチング
により点灯、非点灯を行う表示方式の液晶素子と、前記画素毎に電極の選択を行う能動素
子を形成した基板と対電極を形成したもう一方の基板より前記液晶パネルを構成し能動素
子を選択することにより所望の画素の点灯と非点灯を行う表示方式の液晶素子がある。前
者はマルチプレックス駆動型、後者はアクティブ駆動型と呼ばれている。このような液晶
表示素子の電気光学的表示特性を最適にするためには電極基板上で液晶分子を均一に配向
させる必要がある。
【０００４】
配向膜の液晶配向処理にはラビングと呼ばれる配向処理や光照射による液晶配向処理があ
る。ラビングによる液晶配向処理は基板上に配向膜を形成し、コットン、レイヨン、ナイ
ロンで配向膜の表面を擦る方法であり、広く液晶表示素子の生産に用いられている。しか
し、ラビングによる液晶配向処理は配向膜表面を直接布で擦る処理方法であるため、ラビ
ング配向処理を行う際に配向膜が削れたり、静電気が発生する問題がある。
【０００５】
配向膜が削れると発塵の原因となったり、配向膜表面に傷が付き前記マルチプレックス駆
動型では点灯表示の際の表示品質不良が顕著となる。またアクティブ駆動型では、静電気
の発生により能動素子であるＴＦＴ素子の破壊につながる。いずれも液晶表示素子のコン
トラストの低下や生産性の低下の原因となる。
一方、光照射による液晶配向処理では前記ラビング処理とは異なり配向膜表面に接するこ
となく非接触で液晶配向性能が得られるため発塵や傷発生および静電気発生が防止される
。この方法は配向膜基板上の所望の方位に偏光を照射することで、当該偏光方向に液晶配
向制御性能を発現させることができる。
【０００６】
ところで、従来の光照射による液晶配向処理ではプレチルト角を発現させるために一括平
面露光を採用しており、照射光を光配向塗布基板面に対して何らかの方法で斜めに入射さ
せることが必要とされていた（添付図面の図４参照）。従って、この従来の方法では照射
光を基板面に斜めに照射させる必要から露光装置において基板を斜めに保つ機構あるいは
照射光を基板面に対し斜めに照射するための機構が必要とされさらにこれに基板加熱用の
ヒーターを設置すると装置が複雑化する問題が大きかった。特に前者では大型基板を斜め
にする必要から基板面と光源との距離を長くする必要がある。この基板面と光源との距離
を長くすると照射光の強度が低下するという問題が発生する。
また、斜め照射により基板面に対し照射光エネルギーが均一にならなく、重要な特性であ
るプレチルト角が不均一になる問題があった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、上記問題を解決するため、ラビング液晶配向処理を行わずに、非接触で
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液晶表示素子に必要な強い液晶配向制御能を配向膜に発現させる液晶配向処理方法を提供
することにある。
本発明の他の目的は、上記問題を解決するため、斜め照射を行わずに光配向処理法におい
て液晶表示素子に必要な液晶プレチルト角を発現させる方法を提供することにある。
本発明のさらに他の目的は、上記本発明方法により得られた液晶配向膜を基板上に備えた
、点灯表示の際の表示品質不良やＴＦＴ素子破壊のない液晶表示素子を提供することにあ
る。
本発明のさらに他の目的および利点は、以下の説明から明らかになろう。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば、本発明の上記目的および利点は、第１に、
光により励起される構造を有するポリマー膜が形成された基板を水平に保ちつつ、
前記ポリマー膜を、そのガラス転移温度からガラス転移温度より１００℃高い温度の範囲
に加熱するかまたは該ポリマーに対して１～２０重量％の範囲で溶剤を含有させた状態で
、
前記ポリマー膜表面に対して垂直方向から光を照射して線幅１０μｍ～１００ｍｍの線状
露光部を形成し、
前記線状露光部が前記ポリマー膜表面上を並進速度１～８００ｍｍで並進するように前記
ポリマー膜表面を連続的に線状露光する
ことを特徴とする、液晶配向処理方法によって達成される。
　本発明によれば、本発明の上記目的および利点は、第２に、
本発明の方法で得られた液晶配向膜を基板上に備えた液晶表示素子によって達成される。
【０００９】
【発明の好ましい実施態様】
本発明において液晶配向膜のために用いられるポリマーは、光により励起される構造を有
するものであれば特に限定されないが、カルコン構造すなわちＰｈ－ＣＲ＝ＣＲ'－ＣＯ
－Ｐｈ（ＲおよびＲ'は互いに独立に水素原子または１価の有機基）で表される構造を有
することが好ましい。カルコン構造としては、例えば、下記式（Ｉ）～（Ｖ）：

上記式中、Ｐ1、Ｐ4、Ｑ1およびＱ3は、互いに独立に、芳香環を含有する２価の有機基で
あり、Ｐ2、Ｐ3、Ｑ4およびＱ5は、互いに独立に、芳香環を含有する１価の有機基であり
、Ｐ5およびＱ2は、互いに独立に、芳香環を含有する３価の有機基でありそしてＲ1～Ｒ1

0は、互いに独立に、水素原子または炭素数１～６のアルキル基である、
で表される構造（以下、「特定構造」ともいう）が挙げられる。
【００１０】
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上記式中、芳香環を含有する１価、２価および３価の有機基はいずれも、好ましくは炭素
数６～２０、より好ましくは炭素数６～１４を有する。これらの有機基にはハロゲン原子
が含有されていてもよい。具体的には、上記２価の有機基として、１,２－フェニレン基
、１,３－フェニレン基、１,４－フェニレン基、４,４'－ビフェニレン基等が挙げられる
。また１価の有機基としては、フェニル基、４－メトキシフェニル基、４－エトキシフェ
ニル基、４－シアノフェニル基、４－ペンチルフェニル基、４－フルオロフェニル基、３
,４－ジフルオロフェニル基、３,４,５－トリフルオロフェニル基、４－（トリフルオロ
メチル）フェニル基、３,５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル基、４－オクチルフ
ェニル基、４－ペンチルビフェニル基、４－オクチルビフェニル基、４－フルオロビフェ
ニル基、３,４－ジフルオロビフェニル基、３,４,５－トリフルオロビフェニル基、４－
オクチル－１－ナフチル基、５－ペンチル－１－ナフチル基、６－オクチル－２－ナフチ
ル基、９－アントラセニル基、１０－ペンチル－９－アントラセニル基などが挙げられる
。さらに、３価の有機基としては、上記１価および２価の有機基と同じ骨格を持つ有機基
が挙げられる。
また、炭素数１～６のアルキル基は、直鎖状であっても分岐鎖状であってもよい。
【００１１】
さらに、本発明において、上記式（IV）で表される特定構造のうち、下記式（IV）－４
－Ｐ41－ＣＲ7＝ＣＲ8－ＣＯ－Ｑ4　　　…（IV）－４
ここで、Ｑ4、Ｒ7およびＲ8の定義は上記式（IV）に同じであり、Ｐ41は下記式（IV）－
４'または（IV）－４''
【００１２】
【化１】

【００１３】
ここで、Ｔは単結合または酸素原子を含有していてもよい炭素数１～１５の２価の有機基
である、
で表されるカルコン構造が特に好ましいものとして例示できる。
式（IV）－４'において、Ｔは単結合または酸素原子を含有していてもよい炭素数１～１
５の２価の有機基である。酸素原子を含有していてもよい炭素数１～１５の２価の有機基
としては、例えば下記式（IV）－４'''で表される有機基を挙げることができる。
【００１４】
【化２】

【００１５】
ここで、Ｓ1、Ｓ2およびＳ3は、それぞれ独立に、炭素数１～１５のアルキレン基または
シクロアルキレン基であり、Ａ1およびＡ2は、それぞれ独立に、
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で表される２価の有機基であり、ａ、ｂ、ｃ、ｄおよびｅは、それぞれ独立に０または１
であり、ａ～ｅのうち少なくとも１つは１である。
【００１６】
式（IV）－４'で表される２価の有機基の具体例としては４,４'－ビフェニレン基および
下記式（１３）～（３０）で表される有機基を挙げることができる。
【００１７】
【化３】

【００１８】
【化４】
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【００１９】
本発明の液晶配向剤を構成する上記ポリマーは、上記特定構造（Ｉ）～（Ｖ）を主鎖また
は側鎖に有するポリマーであることが好ましい。ポリマーの骨格には特に制限はないが、
（１）ポリイミド、（２）ポリエステル、（３）ポリアミド、（４）ポリ（メタ）アクリ
レート、（５）ポリシロキサンおよび（６）マレイミド重合体、スチレン重合体またはマ
レイミド／スチレン共重合体から選ばれるものが好ましい。これらのポリマーは、ポリマ
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００℃未満であることが望ましい。
【００２０】
前記ポリイミドは、
（イ）テトラカルボン酸二無水物と、
（ロ）ジアミン化合物
とを反応させ、中間体のポリアミック酸を経て得られる。本発明において用いられるポリ
イミドは、（イ）テトラカルボン酸二無水物成分と（ロ）ジアミン成分の少なくともひと
つの成分に、上記特定構造を有する化合物が用いられる。
【００２１】
特定構造を有するテトラカルボン酸二無水物としては、例えば３,３',４,４'－カルコン
テトラカルボン酸二無水物、４,４',５,５'－カルコンテトラカルボン酸二無水物、３,３
',４,５'－カルコンテトラカルボン酸二無水物、４,４'－ジヒドロキシカルコンビストリ
メリテート、３,４'－ジヒドロキシカルコンビストリメリテート、３',５'－ジヒドロキ
シカルコンビストリメリテート、２,４－ジヒドロキシカルコンビストリメリテート、２,
２'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）－３,３',４,４'－ビフェニルテトラカル
ボン酸二無水物、３,３'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）－４,４',５,５'－
ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、２,２'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ
）－４,４',５,５'－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、４,４'－ビス（４（４－カ
ルコニル）フェノキシ）－２,２',３,３'－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、６,６
'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）－２,２',３,３'－ビフェニルテトラカルボ
ン酸二無水物、５,５'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）－２,２',３,３'－ビ
フェニルテトラカルボン酸二無水物、２,２'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）
－３,３',４,４'－ジフェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物、３,３'－ビス（４（
４－カルコニル）フェノキシ）－４,４',５,５'－ジフェニルエーテルテトラカルボン酸
二無水物、２,２'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）－４,４',５,５'－ジフェ
ニルエーテルテトラカルボン酸二無水物、４,４'－ビス（４(４－カルコニル)フェノキシ
）－２,２',３,３'－ジフェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物、６,６'－ビス（４
（４－カルコニル）フェノキシ）－２,２',３,３'－ジフェニルエーテルテトラカルボン
酸二無水物、５,５'－ビス（４（４－カルコニル）フェノキシ）－２,２',３,３'－ジフ
ェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物、下記式（３１）～（４０）で表される化合物
などが挙げられる。
【００２２】
【化５】
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【００２３】
【化６】
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【００２４】
特定構造を有するジアミン化合物としては、例えば３,３'－ジアミノカルコン、４,４'－
ジアミノカルコン、３,４'－ジアミノカルコン、３,４－ジアミノカルコン、４（３,５－
ジアミノフェノキシ）カルコン、４'（２,４－ジアミノフェノキシ）カルコン、４（４（
２,４－ジアミノフェノキシ）フェニル）カルコン、４（４（２（２,４－ジアミノフェノ
キシ）エトキシ）フェニル）カルコン、４（４（６（２,４－ジアミノフェノキシ）ヘキ
サノキシ）フェニル）カルコン、４（２（２,４－ジアミノフェノキシ）エチル）カルコ
ンカルボキシラート、４（６（２,４－ジアミノフェノキシ）ヘキシル）カルコンカルボ
キシラート、４（４（２,４－ジアミノフェノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（
４（２,４－ジアミノフェノキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（２（
２,４－ジアミノフェノキシ）エトキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（２（２,
４－ジアミノフェノキシ）エトキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（６
（２,４－ジアミノフェノキシ）ヘキサノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（
６（２,４－ジアミノフェノキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート
、４（４（３,５－ジアミノベンゾイルオキシ）フェニル）カルコン、４（４（２（３,５
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－ジアミノベンゾイルオキシ）エトキシ）フェニル）カルコン、４（４（６（３,５－ジ
アミノベンゾイルオキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコン、４（２（３,５－ジアミ
ノベンゾイルオキシ）エチル）カルコンカルボキシラート、４（６（３,５－ジアミノベ
ンゾイルオキシ）ヘキシル）カルコンカルボキシラート、４（４（３,５－ジアミノベン
ゾイルオキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（３,５－ジアミノベンゾイルオキ
シ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（２（３,５－ジアミノベンゾイルオ
キシ）エトキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（２（３,５－ジアミノベンゾイ
ルオキシ）エトキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（６（３,５－ジア
ミノベンゾイルオキシ）ヘキサノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（６（３,
５－ジアミノベンゾイルオキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、
下記式（４１）～（４６）で表される化合物、
【００２５】
【化７】
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下記式（VI）で表される化合物などが挙げられる。
【００２７】
【化８】



(12) JP 4459417 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

【００２８】
（式中、Ａ1およびＡ2は２価の芳香族基を表し、ｎは１～１０の整数を表す。）上記式（
VI）中、ＣnＨ2n+1－で表されるアルキル基は、直鎖状であっても分岐鎖状であってもよ
く、直鎖状のものがより好ましい。Ａ1およびＡ2で表される２価の芳香族基としては、例
えばフェニレン基、ビフェニレン基、ナフチレン基、ビナフチレン基、アントリレン基、
フェナントリレン基；ピレン、クリセン、ナフタセンなどの多環芳香族化合物から水素原
子２個を除いた有機基などが挙げられる。
【００２９】
上記式（VI）で表される化合物の具体例としては、４－イソプロピル－４'（３,５－ジア
ミノフェノキシ）カルコン、４－アミル－４'（３,５－ジアミノフェノキシ）カルコン、
４－ペンチル－４'（３,５－ジアミノフェノキシ）カルコン、４－オクチル－４'（３,５
－ジアミノフェノキシ）カルコン、４－ペンチル－２－メチル－４'（２,４－ジアミノフ
ェノキシ）カルコン、４－ペンチル－２,５ジメチル－４'（３,５－ジアミノフェノキシ
）カルコン、４－オクチル－２－メチル－４'（３,５－ジアミノフェノキシ）カルコン、
４－ペンチル－４'（２,４－ジアミノフェノキシ）カルコン、４－オクチル－４'（２,４
－ジアミノフェノキシ）カルコン、４－ペンチル－４'（３,５－ジアミノベンゾイロキシ
）カルコン、４－オクチル－４'（３,５－ジアミノベンゾイロキシ）カルコン、４－ペン
チル－３'（２,４－ジアミノベンゾイロキシ）カルコン、４－オクチル－３'（２,４－ジ
アミノベンゾイロキシ）カルコンなどが挙げられる。これらは単独でまたは２種以上を組
み合わせて使用できる。
【００３０】
本発明において用いられるポリイミドには、本発明の効果を損なわない程度に他のテトラ
カルボン酸二無水物および／またはジアミン化合物を併用することができる。他のテトラ
カルボン酸二無水物および／または他のジアミン化合物は、特定構造を有するテトラカル
ボン酸二無水物および特定構造を有するジアミン化合物の合計量に対し８０モル％以下の
割合で用いるのが好ましい。
【００３１】
他のテトラカルボン酸二無水物としては、例えば、２,３,５－トリカルボキシシクロペン
チル酢酸二無水物、ブタンテトラカルボン酸二無水物、１,２,３,４－シクロブタンテト
ラカルボン酸二無水物、１,３－ジメチル－１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸
二無水物、１,２,３,４－シクロペンタンテトラカルボン酸二無水物、３,５,６－トリカ
ルボキシノルボルナン－２－酢酸二無水物、２,３,４,５－テトラヒドロフランテトラカ
ルボン酸二無水物、１,３,３ａ,４,５,９ｂ－ヘキサヒドロ－５－（テトラヒドロ－２,５
－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１,２－ｃ］－フラン－１,３－ジオン、５－（２
,５－ジオキソテトラヒドロフラル）－３－メチル－３－シクロヘキセン－１,２－ジカル
ボン酸二無水物、ビシクロ［２.２.２］－オクト－７－エン－２,３,５,６－テトラカル
ボン酸二無水物などの脂肪族および脂環式テトラカルボン酸二無水物；
ピロメリット酸二無水物、３,３',４,４'－ビフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水
物、１,４,５,８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物、２,３,６,７－ナフタレンテト
ラカルボン酸二無水物、３,３',４,４'－ビフェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物
、３,３',４,４'－ジメチルジフェニルシランテトラカルボン酸二無水物、３,３',４,４'
－テトラフェニルシランテトラカルボン酸二無水物、１,２,３,４－フランテトラカルボ
ン酸二無水物、４,４'－ビス（３,４－ジカルボキシフェノキシ）ジフェニルスルフィド
二無水物、４,４'－ビス（３,４－ジカルボキシフェノキシ）ジフェニルスルホン二無水
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物、４,４'－ビス（３,４－ジカルボキシフェノキシ）ジフェニルプロパン二無水物、３,
３',４,４'－パーフルオロイソプロピリデンテトラカルボン酸二無水物、３,３',４,４'
－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、ビス（フタル酸）フェニルホスフィンオキサイ
ド二無水物、ｐ－フェニレン－ビス（トリフェニルフタル酸）二無水物、ｍ－フェニレン
－ビス（トリフェニルフタル酸）二無水物、ビス（トリフェニルフタル酸）－４,４'－ジ
フェニルエーテル二無水物、ビス（トリフェニルフタル酸）－４,４'－ジフェニルメタン
二無水物などの芳香族テトラカルボン酸二無水物を挙げることができる。
【００３２】
これらのうち、２,３,５－トリカルボキシシクロペンチル酢酸二無水物、ブタンテトラカ
ルボン酸二無水物、１,３－ジメチル－１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無
水物、１,２,３,４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、ピロメリット酸二無水物
、３,３',４,４'－ビフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水物、１,４,５,８－ナフタ
レンテトラカルボン酸二無水物、２,３,６,７－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物、
３,３',４,４'－ビフェニルエーテルテトラカルボン酸二無水物が好ましい。これらは単
独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
【００３３】
　他のジアミン化合物としては、例えばｐ－フェニレンジアミン、ｍ－フェニレンジアミ
ン、４,４'－ジアミノジフェニルメタン、４,４'－ジアミノジフェニルエタン、４,４'－
ジアミノジフェニルスルフィド、４,４'－ジアミノジフェニルスルホン、３,３'－ジメチ
ル－４,４'－ジアミノビフェニル、４,４'－ジアミノベンズアニリド、４,４'－ジアミノ
ジフェニルエーテル、１,５－ジアミノナフタレン、３,３－ジメチル－４,４'－ジアミノ
ビフェニル、５－アミノ－１－（４'－アミノフェニル）－１,３,３－トリメチルインダ
ン、６－アミノ－１－（４'－アミノフェニル）－１,３,３－トリメチルインダン、３,４
'－ジアミノジフェニルエーテル、２,２－ビス（４－アミノフェノキシ）プロパン、２,
２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］プロパン、２,２－ビス［４－（４
－アミノフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、２,２－ビス（４－アミノフ
ェニル）ヘキサフルオロプロパン、２,２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニ
ル］スルホン、１,４－ビス（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、１,３－ビス（４－アミ
ノフェノキシ）ベンゼン、１,３－ビス（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、９,９－ビス
（４－アミノフェニル）－１０－ヒドロアントラセン、２,７－ジアミノフルオレン、９,
９－ビス（４－アミノフェニル）フルオレン、４,４'－メチレン－ビス（２－クロロアニ
リン）、２,２',５,５'－テトラクロロ－４,４'－ジアミノビフェニル、２,２'－ジクロ
ロ－４,４'－ジアミノ－５,５'－ジメトキシビフェニル、３,３'－ジメトキシ－４,４'－
ジアミノビフェニル、１,４.４'－（ｐ－フェニレンイソプロピリデン）ビスアニリン、
４,４'－（ｍ－フェニレンイソプロピリデン）ビスアニリン、２,２'－ビス［４－（４－
アミノ－２－トリフルオロメチルフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、４,
４'－ジアミノ－２,２'－ビス（トリフルオロメチル）ビフェニル、４,４'－ビス［（４
－アミノ－２－トリフルオロメチル）フェノキシ］－オクタフルオロビフェニルなどの芳
香族ジアミン；ジアミノテトラフェニルチオフェンなどのヘテロ原子を有する芳香族ジア
ミン；１,１－メタキシリレンジアミン、１,３－プロパンジアミン、テトラメチレンジア
ミン、ペンタメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、ヘプタメチレンジアミン、オ
クタメチレンジアミン、ノナメチレンジアミン、１,４－ジアミノシクロヘキサン、イソ
ホロンジアミン、テトラヒドロジシクロペンタジエニレンジアミン、ヘキサヒドロ－４,
７－メタノインダニレンジメチレンジアミン、トリシクロ［６.２.１.０2,7］－ウンデシ
レンジメチルジアミン、４,４'－メチレンビス（シクロヘキシルアミン）などの脂肪族お
よび脂環式ジアミン；ジアミノヘキサメチルジシロキサンなどのジアミノオルガノシロキ
サンが挙げられる。
【００３４】
これらのうち、ｐ－フェニレンジアミン、４,４'－ジアミノジフェニルメタン、１,５－
ジアミノナフタレン、２,７－ジアミノフルオレン、４,４'－ジアミノジフェニルエーテ
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ル、４,４'－（ｐ－フェニレンイソプロピリデン）ビスアニリン、２,２－ビス［４－（
４－アミノフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、２,２－ビス（４－アミノ
フェニル）ヘキサフルオロプロパン、２,２'－ビス［４－（４－アミノ－２－トリフルオ
ロメチルフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパン、４,４'－ジアミノ－２,２'－
ビス（トリフルオロメチル）ビフェニル、４,４'－ビス［（４－アミノ－２－トリフルオ
ロメチル）フェノキシ］－オクタフルオロビフェニルが好ましい。これらは単独でまたは
２種以上を組み合わせて使用できる。
【００３５】
本発明において用いられるポリイミドは、前記（イ）テトラカルボン酸二無水物成分と（
ロ）ジアミン成分を重縮合させてポリアミック酸を得て、次いで必要に応じて脱水剤およ
びイミド化触媒の存在下で加熱して、イミド化することにより得られる。加熱によりイミ
ド化する場合の反応温度は、通常６０～３００℃、好ましくは１００～１７０℃である。
反応温度が６０℃未満では反応の進行が遅れ、また３００℃を越えるとポリアミック酸の
分子量が大きく低下することがある。また、脱水剤およびイミド化触媒の存在下でイミド
化する場合の反応は、有機溶媒中で行うことができる。反応温度は、通常０～１８０℃、
好ましくは６０～１５０℃である。前記脱水剤としては、無水酢酸、無水プロピオン酸、
無水トリフルオロ酢酸などの酸無水物を用いることができる。また、イミド化触媒として
は、例えばピリジン、コリジン、ルチジン、トリエチルアミンなどの３級アミンを用いる
ことができるが、これらに限定されるものではない。脱水剤の使用量は、ポリアミック酸
の繰り返し単位１モルに対して１.６～２０モルとするのが好ましい。また、イミド化触
媒の使用量は使用する脱水剤１モルに対し、０.５～１０モルとするのが好ましい。この
イミド化触媒、脱水剤の使用量によって、ポリイミド中のアミック酸残基の含率を調整す
ることができる。
【００３６】
前記ポリエステルは、
（ハ）ジカルボン酸類（ジカルボン酸、ジカルボン酸エステルまたはジカルボン酸ハロゲ
ン化物）と、
（ニ）ジオール化合物
とを反応させて得られる。本発明において用いられるポリエステルは、（ハ）ジカルボン
酸類成分と、（ニ）ジオール化合物の少なくともひとつの成分に、上記特定構造を有する
化合物が用いられる。
【００３７】
特定構造を有するジカルボン酸類としては、例えばカルコン－３,３'－ジカルボン酸、カ
ルコン－３,４'－ジカルボン酸、カルコン－４,４'－ジカルボン酸およびそれぞれのアル
キルエステル、４（４（３,５－ジカルボキシフェノキシ）フェニル）カルコン、４（４
（２－（３,５－ジカルボキシフェノキシ）エトキシ）フェニル）カルコン、４（４（６
（３,５－ジカルボキシフェノキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコン、４（２（３,５
－ジカルボキシフェノキシ）エチル）カルコンカルボキシラート、４（６（３,５－ジカ
ルボキシフェノキシ）ヘキシル）カルコンカルボキシラート、４（４（３,５－ジカルボ
キシフェノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（３,５－ジカルボキシフェノキ
シ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（２（３,５－ジカルボキシフェノキ
シ）エトキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（２（３,５－ジカルボキシフェノ
キシ）エトキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（６（３,５－ジカルボ
キシフェノキシ）ヘキサノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（６（３,５－ジ
カルボキシフェノキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、それぞれ
のアルキルエステルなどのエステル化合物、カルボン酸クロリドなどのカルボン酸ハロゲ
ン化物が挙げられる。
【００３８】
特定構造を有するジオール化合物としては、例えば３,３'－ジヒドロキシカルコン、４,
４'－ジヒドロキシカルコン、３,４'－ジヒドロキシカルコン、４,４'－ジヒドロキシカ
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ルコン、４（４（３,５－ジヒドロキシフェノキシ）フェニル）カルコン、４（４（２－
（３,５－ジヒドロキシフェノキシ）エトキシ）フェニル）カルコン、４（４（６－（３,
５－ジヒドロキシフェノキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコン、４（２（３,５－ジ
ヒドロキシフェノキシ）エチル）カルコンカルボキシラート、４（６（３,５－ジヒドロ
キシフェノキシ）ヘキシル）カルコンカルボキシラート、４（４（３,５－ジヒドロキシ
フェノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（３,５－ジヒドロキシフェノキシ）
フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（２（３,５－ジヒドロキシフェノキシ）
エトキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（２－（３,５－ジヒドロキシフェノキ
シ）エトキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、４（４（６（３,５－ジヒドロキ
シフェノキシ）ヘキサノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４（４（６（３,５－ジヒ
ドロキシフェノキシ）ヘキサノキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、などが挙げ
られる。
【００３９】
これらのうち、カルコン－４,４'－ジカルボン酸、４,４'－ジヒドロキシカルコンが好ま
しい。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。他のジカルボン酸類お
よび／または他のジオール化合物は、特定構造を有するジカルボン酸類および特定構造を
有するジオール類の合計量に対し８０モル％以下の割合で好ましく用いられる。
本発明において用いられるポリエステルには、本発明の効果を損なわない程度に他のジカ
ルボン酸類および／またはジオール化合物を併用することができる。
【００４０】
他のジカルボン酸類化合物としては、例えばシュウ酸、マロン酸、ジフルオロマロン酸、
アルキルマロン酸、コハク酸、テトラフルオロコハク酸、アルキルコハク酸、（±）－リ
ンゴ酸、ｍｅｓｏ－酒石酸、イタコン酸、マレイン酸、メチルマレイン酸、フマル酸、メ
チルフマル酸、アセチレンジカルボン酸、グルタル酸、ヘキサフルオログルタル酸、メチ
ルグルタル酸、グルタコン酸、アジピン酸、ジチオアジピン酸、メチルアジピン酸、ジメ
チルアジピン酸、テトラメチルアジピン酸、メチレンアジピン酸、ムコン酸、ガラクタル
酸、ピメリン酸、スベリン酸、パーフルオロスベリン酸、３,３,６,６－テトラメチルス
ベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、パーフルオロセバシン酸、ブラシル酸、ドデシル
ジカルボン酸、トリデシルジカルボン酸、テトラデシルジカルボン酸などの脂肪族カルボ
ン酸；
シクロアルキルジカルボン酸、アジピン酸、ヘキサヒドロフタル酸、１,４－（ノルボル
ネン）ジカルボン酸、ビシクロアルキルジカルボン酸、アダマンタンジカルボン酸、スピ
ロヘプタンジカルボン酸などの脂環式カルボン酸；
フタル酸、イソフタル酸、ジチオイソフタル酸、メチルイソフタル酸、ジメチルイソフタ
ル酸、クロロイソフタル酸、ジクロロイソフタル酸、テレフタル酸、メチルテレフタル酸
、ジメチルテレフタル酸、クロロテレフタル酸、ブロモテレフタル酸、ナフタレンジカル
ボン酸、オキソフルオレンジカルボン酸、アントラセンジカルボン酸、ビフェニルジカル
ボン酸、ビフェニレンジカルボン酸、ジメチルビフェニレンジカルボン酸、４,４''－ｐ
－テレフェニレンジカルボン酸、４、４'''ーｐ－クワレルフェニルジカルボン酸、ビベ
ンジルジカルボン酸、アゾベンゼンジカルボン酸、ホモフタル酸、フェニレン二酢酸、フ
ェニレンジプロピオン酸、ナフタレンジカルボン酸、ナフタレンジプロピオン酸、ビフェ
ニル二酢酸、ビフェニルジプロピオン酸、３,３'－［４,４'－（メチレンジ－ｐ－ビフェ
ニレン）ジプロピオン酸、４,４'－ビベンジル二酢酸、３,３'－（４,４'－ビベンジル）
ジプロピオン酸、オキシジ－ｐ－フェニレン二酢酸などの芳香族ジカルボン酸およびそれ
ぞれのアルキルエステルなどのエステル化合物、カルボン酸クロリドなどのカルボン酸ハ
ロゲン化物が挙げられる。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
【００４１】
他のジオール化合物としては、例えばカテコール、アルキルカテコール、ヒドロキノンな
どの多価フェノ－ル類；メチレンビスフェノール、イソプロピリデンビスフェノール、ブ
チリデンビスフェノール、チオビスフェノール、スルフィニルビスフェノール、スルフォ
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ニルンビスフェノール、オキシビスフェノールなどのビスフェノール類が挙げられる。こ
れらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
【００４２】
本発明において用いられるポリエステルは、前記（ハ）ジカルボン酸類成分と（ニ）ジオ
ール化合物成分とを、必要に応じて触媒存在下で加熱し重縮合させて得られる。ジカルボ
ン酸とジオール化合物との重縮合の場合は、触媒として、硫酸、ｐ－トルエンスルフォン
酸等のプロトン酸、重金属の酸化物または塩、チタン、スズ、鉛などの有機金属化合物等
が用いられる。ジカルボン酸エステルとジオール化合物との反応の場合は、触媒として、
鉛、亜鉛、マンガン、カルシウム、コバルト、カドミウムなどの酢酸塩や炭酸塩化合物、
金属マグネシウム、亜鉛、鉛、アンチモン、ゲルマニウムなどの酸化物が用いられる。ジ
カルボン酸ハロゲン化物とジオール化合物との反応の場合は、触媒として、ピリジン、ト
リエリルアミンなどの塩基性触媒が用いられる。
【００４３】
前記ポリアミドは、
（ホ）ジカルボン酸類（ジカルボン酸、ジカルボン酸エステル、ジカルボン酸ハロゲン化
物）と、
（ヘ）ジアミン化合物
とを反応させて得られる。本発明において用いられるポリアミドは、（ホ）ジカルボン酸
類成分と（ヘ）ジアミン化合物成分の少なくともひとつの成分に、特定構造を有する化合
物が用いられる。
【００４４】
特定構造を有するジカルボン酸類としては、先に挙げたジカルボン酸類（ハ）が用いられ
る。また、特定構造を有するジアミン化合物としては、先に挙げたジアミン化合物（ロ）
が用いられる。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
【００４５】
本発明において用いられるポリアミドには、本発明の効果を損なわない程度に他のジカル
ボン酸類化合物、ジアミン化合物を併用することができる。他のジカルボン酸類化合物、
ジアミン化合物としては、先に挙げた他のジカルボン酸類化合物およびジアミン化合物が
用いられる。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。他のジカルボン
酸類および／または他のジアミン化合物は、特定構造を有するジカルボン酸類および特定
構造をジアミン化合物の合計量に対し８０モル％以下で好ましく用いられる。
【００４６】
本発明において用いられるポリアミドは、前記（ホ）ジカルボン酸類成分と（ヘ）ジアミ
ン成分とを、必要に応じて、パラトルエンスルホン酸、硫酸、塩酸、などの酸性触媒存在
下で重縮合させて得られる。
前記ポリ（メタ）アクリレートは、
（ト）（メタ）アクリレート化合物
を重合させて得られる。本発明において用いられるポリ（メタ）アクリレートは、（ト）
（メタ）アクリレート化合物に、特定構造を有する化合物が用いられる。
【００４７】
特定構造を有する（メタ）アクリレート化合物としては、４'－（メタ）アクリロイロキ
シカルコン、４－フェニル－４'－（メタ）アクリロイロキシカルコン、４－ペンチル－
４'－（メタ）アクリロイロキシカルコン、４－（４－ペンチルフェニル）－４'－（メタ
）アクリロイロキシカルコン、４－（４－（メタ）アクリロイルオキシフェニル）カルコ
ン、４－（４－（２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ）フェニル）カルコン、４－
（４－（６－（メタ）アクリロイルオキシヘキサノキシ）フェニル）カルコン、４－（２
－（メタ）アクリロイルオキシエチル）カルコンカルボキシラート、４－（６－（メタ）
アクリロイルオキシヘキシル）カルコンカルボキシラート、４－（４－（メタ）アクリロ
イルオキシベンゾイルオキシ）カルコン、４－（４-（メタ）アクリロイルオキシフェニ
ル）カルコンカルボキシラート、４－（４－（２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ
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）ベンゾイルオキシ）カルコン、４－（４－（２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ
）フェニル）カルコンカルボキシラート、４－（４－（６－（メタ）アクリロイルオキシ
ヘキサノキシ）ベンゾイルオキシ）カルコン、４－（４－（６－（メタ）アクリロイルオ
キヘキサノキシ）フェニル）カルコンカルボキシラート、下記式（４７）～（４９）で表
される化合物などが挙げられる。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用でき
る。
【００４８】
【化９】

【００４９】
上記ポリ（メタ）アクリレートには、本発明の効果を損なわない程度に上述した他の（メ
タ）アクリレート化合物を併用することができる。他の（メタ）アクリレート化合物は、
特定構造を有するメタアクリレート化合物に対し３００モル％以下の割合で好ましく用い
られる。
【００５０】
他の（メタ）アクリレート化合物としては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ
）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレートなどの脂肪族（メタ）
アクリレート化合物；
テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、
グリシジル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタジエン（メタ）アクリレート、ジシク
ロペンタニル（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、イソボ
ルニル（メタ）アクリレートなどの脂環式（メタ）アクリレート化合物；
ベンジル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェニルオキシプロピル（メタ）
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アクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリ（メタ）アクリレ
ートなどの芳香族（メタ）アクリレート化合物などが挙げられる。これらは単独でまたは
２種以上を組み合わせて使用できる。
【００５１】
前記ポリシロキサンは、上記特定構造（III）を有する下記式（III）－１

ここで、Ｐ3、Ｑ3、Ｒ5およびＲ6の定義は上記式（III）に同じであり、そしてＺ1は水酸
基またはメチル基である、
および／または上記特定構造（IV）を有する下記式（IV）－１

ここで、Ｐ4、Ｑ4、Ｒ7およびＲ8の定義は上記式（IV）に同じでありそしてＺ2は水酸基
またはメチル基である、
で表されるカルコン構造を有する。
【００５２】
前記ポリシロキサンは、環状オリゴシロキサン誘導体を酸または塩基触媒下で開環重合す
るか、ジクロロシラン誘導体を加水分解することにより得られる。本発明において用いら
れるポリシロキサンは、環状オリゴシロキサン誘導体またはジクロロシラン誘導体の少な
くとも１部として、上記特定構造を有する化合物を用いることにより得られる。本発明に
おいて用いられるポリシロキサンを得る別の方法は、Ｓｉ－Ｈ結合を有するポリシロキサ
ン誘導体と、上記特定構造およびアリル基を有する化合物を、塩化白金の様な触媒の存在
下で反応させる方法である。
【００５３】
特定構造を有する環状オリゴシロキサン誘導体としては、例えば１,３,５,７－テトラ（
４－カルコニル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサン,１,３,５,７－
テトラ（４'－カルコニル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサン,１,３
,５,７－テトラ（３－（４－カルコニルオキシ）プロピル）－１,３,５,７－テトラメチ
ルシクロテトラシロキサン,１,３,５,７－テトラ（３－（４'－カルコニルオキシ）プロ
ピル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサン,１,３,５,７－テトラ（３
－（４－カルコニル）プロピル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサン,
１,３,５,７－テトラ（３－（４'－カルコニル）プロピル）－１,３,５,７－テトラメチ
ルシクロテトラシロキサン,１,３,５,７－テトラ（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキシ
ル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサン,１,３,５,７－テトラ（６－
（４'－カルコニルオキシ）ヘキシル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキ
サン,１,３,５,７－テトラ（６－（４－カルコニル）ヘキシル）－１,３,５,７－テトラ
メチルシクロテトラシロキサン,１,３,５,７－テトラ（６－（４'－カルコニル）ヘキシ
ル）－１,３,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサンなどが挙げられる。これらは
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単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
【００５４】
これらの特定構造を有する環状オリゴシロキサン誘導体は、１,３,５,７－テトラメチル
シクロテトラシロキサンなどの環状オリゴシロキサンと、４－アリルオキシカルコンなど
の特定構造を有する化合物とを、白金触媒などの存在下で反応させることにより得られる
。
【００５５】
特定構造を有するジクロロシラン誘導体としては、例えばモノメチルモノ（４－カルコニ
ル）ジクロロシラン,モノメチルモノ（４'－カルコニル）ジクロロシラン,モノメチルモ
ノ（３－（４－カルコニルオキシ）プロピル）ジクロロシラン,モノメチルモノ（３－（
４'－カルコニルオキシ）プロピル）ジクロロシラン,モノメチルモノ（３－（４－カルコ
ニル）プロピル）ジクロロシラン,モノメチルモノ（３－（４'－カルコニル）プロピル）
ジクロロシランなどが挙げられる。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用で
きる。
【００５６】
これらの特定構造を有するジクロロシラン誘導体は、ジクロロメチルシランなどのジクロ
ロシラン類と、４－アリルオキシカルコンなどの特定構造を有する化合物とを、白金触媒
などの存在下で反応させることにより得られる。
これらのうち、１,３,５,７－テトラ（３－（４－カルコニルオキシ）プロピル）－１,３
,５,７－テトラメチルシクロテトラシロキサンから誘導される重合体が好ましい。
【００５７】
本発明において用いられるポリシロキサンには、本発明の効果を損なわない程度に他の環
状オリゴシロキサン誘導体または他のジクロロシラン誘導体を併用することができる。
他の環状オリゴシロキサン誘導体としては、例えば１,１,３,３,５,５,７,７－オクタメ
チルシクロテトラシロキサン、１,３,５,７－テトラヒドロキシ－１,３,５,７－テトラメ
チルシクロテトラシロキサン、１,１,３,３,５,５,７,７－オクタヒドロキシシクロテト
ラシロキサン、１,１,３,３,５,５,７,７－オクタフェニルシクロテトラシロキサン、１,
３,５,７－テトラヒドロキシ－１,３,５,７－テトラフェニルシクロテトラシロキサンを
挙げることができる。
【００５８】
これらのうち、１,１,３,３,５,５,７,７－オクタメチルシクロテトラシロキサンが好ま
しい。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
他のジクロロシラン誘導体としては、例えばジクロロジメチルシラン、ジクロロジフェニ
ルシラン、ジクロロメチルフェニルシラン、ジクロロジエチルシランが挙げられる。
これらのうち、ジクロロジメチルシランが好ましい。これらは単独でまたは２種以上を組
み合わせて使用できる。
本発明で用いられるポリシロキサン重合体のポリスチレン換算重量平均分子量（以下、「
Ｍｗ」ともいう）は、通常、５,０００～１００,０００である。
また、マレイミド重合体、スチレン重合体およびマレイミド／スチレン共重合体としては
、上記特定構造（IV）を有する下記式（IV）－２
【００５９】
【化１０】

【００６０】
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ここで、Ｒ4、Ｑ4、Ｒ7およびＲ8の定義は上記式（IV）に同じであり、Ｓ1は水素原子ま
たは１価の有機基でありそしてＸ1は２価の結合基または単結合である、
および／または下記式（IV）－３
【００６１】
【化１１】

【００６２】
ここでＲ4、Ｑ4、Ｒ7およびＲ8の定義は上記式（IV）に同じであり、そしてＸ2は２価の
結合基または単結合を表す、
で表されるカルコン構造を有するポリマーが用いられる。すなわち、上記式（IV）－２で
表されるカルコン構造を有するスチレン重合体、上記式（IV）－３で表されるカルコン構
造を有するマレイミド重合体および上記式(IV)－２および（IV）－３で表されるカルコン
構造を共に含有する共重合体である。
【００６３】
また、上記式（IV）－２および（IV）－３におけるＸ1およびＸ2は、２価の結合基または
単結合である。２価の結合基としては、好ましくは、エーテル結合および／またはエステ
ル結合を含む有機基であり、さらに好ましくはエーテル結合および／またはエステル結合
を含む炭素数６～２４の有機基であり、中でも特に好ましくはエーテル結合および／また
はエステル結合と、炭素数６個以上の直鎖アルキレン構造を含有する有機基である。また
、Ｓ1は水素原子または一価の有機基であり、好ましくは水素原子またはメチル基である
。
【００６４】
上記ポリマーは、下記式（IV）－２Ｍで表される共役エノン構造を有するスチレン誘導体
および下記式（IV）－３Ｍで表される共役エノン構造を有するマレイミド誘導体よりなる
群から選ばれる少なくとも１種の単量体を含む単量体成分を、開始剤の存在下でラジカル
重合することにより得られる。
【００６５】
【化１２】

【００６６】
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共役エノン構造を有するスチレン誘導体としては、例えば４－（４－カルコニルオキシ）
スチレン、４－（４－カルコニルオキシ）α－メチルスチレン、４－（２－（４－カルコ
ニルオキシ）エトキシ）スチレン、４－（２－（４－カルコニルオキシ）エトキシ）α－
メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニルオキシ）ブトキシ）スチレン、４－（４－
（４－カルコニルオキシ）ブトキシ）α－メチルスチレン、４－（６－（４－カルコニル
オキシ）ヘキサノキシ）スチレン、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）
α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニルオキシ）オクタノキシ）スチレン、４
－（８－（４－カルコニルオキシ）オクタノキシ）α－メチルスチレン、４－（４－カル
コニルカルボキシ）スチレン、４－（４－カルコニルカルボキシ）α－メチルスチレン、
４－（２－（４－カルコニルカルボキシ）エトキシ）スチレン、４－（２－（４－カルコ
ニルカルボキシ）エトキシ）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニルカルボキ
シ）ブトキシ）スチレン、４－（４－（４－カルコニルカルボキシ）ブトキシ）α－メチ
ルスチレン、４－（６－（４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシ）スチレン、４－（
６－（４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシ）α－メチルスチレン、４－（８－（４
－カルコニルカルボキシ）オクタノキシ）スチレン、４－（８－（４－カルコニルカルボ
キシ）オクタノキシ）α－メチルスチレン、４－（２－（４－カルコニル）エトキシ）ス
チレン、４－（２－（４－カルコニル）エトキシ）α－メチルスチレン、４－（４－（４
－カルコニル）ブトキシ）スチレン、４－（４－（４－カルコニル）ブトキシ）α－メチ
ルスチレン、４－（６－（４－カルコニル）ヘキサノキシ）スチレン、４－（６－（４－
カルコニル）ヘキサノキシ）α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニル）オクタ
ノキシ）スチレン、４－（８－（４－カルコニル）オクタノキシ）α－メチルスチレン、
４－（２－（４－カルコニルオキシ）エチル）スチレン、４－（２－（４－カルコニルオ
キシ）エチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニルオキシ）ブチル）スチ
レン、４－（４－（４－カルコニルオキシ）ブチル）α－メチルスチレン、４－（６－（
４－カルコニルオキシ）ヘキシル）スチレン、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキ
シル）α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニルオキシ）オクチル）スチレン、
４－（８－（４－カルコニルオキシ）オクチル）α－メチルスチレン、４－（２－（４－
カルコニルカルボキシ）エチル）スチレン、４－（２－（４－カルコニルカルボキシ）エ
チル）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニルカルボキシ）ブチル）スチレン
、４－（４－（４－カルコニルカルボキシ）ブチル）α－メチルスチレン、４－（６－（
４－カルコニルカルボキシ）ヘキシル）スチレン、４－（６－（４－カルコニルカルボキ
シ）ヘキシル）α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニルカルボキシ）オクチル
）スチレン、４－（８－（４－カルコニルカルボキシ）オクチル）α－メチルスチレン、
４－（２－（４－カルコニル）エチル）スチレン、４－（２－（４－カルコニル）エチル
）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニル）ブチル）スチレン、４－（４－（
４－カルコニル）ブチル）スチレン、４－（４－（４－カルコニル）ブチル）α－メチル
スチレン、４－（６－（４－カルコニル）ヘキシル）スチレン、４－（６－（４－カルコ
ニル）ヘキシル）α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニル）オクチル）スチレ
ン、４－（８－（４－カルコニル）オクチル）α－メチルスチレン、４－（４－カルコニ
ルオキシメチル）スチレン、４－（４－カルコニルオキシメチル）α－メチルスチレン、
４－（２－（４－カルコニルオキシ）エトキシメチル）スチレン、４－（２－（４－カル
コニルオキシ）エトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニルオキ
シ）ブトキシメチル）スチレン、４－（４－（４－カルコニルオキシ）ブトキシメチル）
α－メチルスチレン、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシメチル）スチレ
ン、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシメチル）α－メチルスチレン、４
－（８－（４－カルコニルオキシ）オクタノキシメチル）スチレン、４－（８－（４－カ
ルコニルオキシ）オクタノキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４－カルコニルカル
ボキシメチル）スチレン、４－（４－カルコニルカルボキシメチル）α－メチルスチレン
、４－（２－（４－カルコニルカルボキシ）エトキシメチル）スチレン、４－（２－（４
－カルコニルカルボキシ）エトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カル
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コニルカルボキシ）ブトキシメチル）スチレン、４－（４－（４－カルコニルカルボキシ
）ブトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（６－（４－カルコニルカルボキシ）ヘキ
サノキシメチル）スチレン、４－（６－（４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシメチ
ル）α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシメチル
）スチレン、４－（８－（４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシメチル）α－メチル
スチレン、４－（２－（４－カルコニル）エトキシメチル）スチレン、４－（２－（４－
カルコニル）エトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４－カルコニル）ブト
キシメチル）スチレン、４－（４－（４－カルコニル）ブトキシメチル）α－メチルスチ
レン、４－（６－（４－カルコニル）ヘキサノキシメチル）スチレン、４－（６－（４－
カルコニル）ヘキサノキシメチル）α－メチルスチレン、４－（８－（４－カルコニル）
オクタノキシメチル）スチレン、４－（８－（４－カルコニル）オクタノキシメチル）α
－メチルスチレン、４－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）スチレン、４－（４'
－フルオロ－４－カルコニルオキシ）α－メチルスチレン、４－（２－（４'－フルオロ
－４－カルコニルオキシ）エトキシ）スチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カル
コニルオキシ）エトキシ）α－メチルスチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４－カル
コニルオキシ）ブトキシ）スチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキ
シ）ブトキシ）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキ
シ）ヘキサノキシ）スチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ヘ
キサノキシ）α－メチルスチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ
）オクタノキシ）スチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）オク
タノキシ）α－メチルスチレン、４－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ス
チレン、４－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）α－メチルスチレン、４－
（２－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）エトキシ）スチレン、４－（２－
（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）エトキシ）α－メチルスチレン、４－（
４－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ブトキシ）スチレン、４－（４－（
４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ブトキシ）α－メチルスチレン、４－（６
－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシ）スチレン、４－（６－
（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシ）α－メチルスチレン、４
－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシ）スチレン、４－
（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシ）α－メチルスチレ
ン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシ）スチレン、４－（２－（
４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシ）α－メチルスチレン、４－（４－（４'－フ
ルオロ－４－カルコニル）ブトキシ）スチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４－カル
コニル）ブトキシ）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニル
）ヘキサノキシ）スチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ヘキサノキ
シ）α－メチルスチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクタノキシ
）スチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクタノキシ）α－メチル
スチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）エチル）スチレン、４
－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）エチル）α－メチルスチレン、４－
（４－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ブチル）スチレン、４－（４－（４'－
フルオロ－４－カルコニルオキシ）ブチル）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フ
ルオロ－４－カルコニルオキシ）ヘキシル）スチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４
－カルコニルオキシ）ヘキシル）α－メチルスチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４
－カルコニルオキシ）オクチル）スチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニ
ルオキシ）オクチル）α－メチルスチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニ
ルカルボキシ）エチル）スチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボ
キシ）エチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４－カルコニルカル
ボキシ）ブチル）スチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）
ブチル）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ
）ヘキシル）スチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキ
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シル）α－メチルスチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）
オクチル）スチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクチ
ル）α－メチルスチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エチル）スチ
レン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エチル）α－メチルスチレン、４
－（４－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ブチル）スチレン、４－（４－（４'－フル
オロ－４－カルコニル）ブチル）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４
－カルコニル）ヘキシル）スチレン、４－（６－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ヘ
キシル）α－メチルスチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクチル
）スチレン、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクチル）α－メチルスチ
レン、４－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシメチル）スチレン、－（４'－フルオ
ロ－４－カルコニルオキシメチル）α－メチルスチレン、４－（２－（４'－フルオロ－
４－カルコニルオキシ）エトキシメチル）スチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－
カルコニルオキシ）エトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４'－フルオロ
－４－カルコニルオキシ）ブトキシメチル）スチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４
－カルコニルオキシ）ブトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フルオ
ロ－４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシメチル）スチレン、４－（６－（４'－フルオ
ロ－４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシメチル）α－メチルスチレン、４－（８－（４
'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）オクタノキシメチル）スチレン、４－（８－（４'
－フルオロ－４－カルコニルオキシ）オクタノキシメチル）α－メチルスチレン、４－（
２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシメチル）スチレン、４－（２－（４'－
フルオロ－４－カルコニル）エトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４'－フルオ
ロ－４－カルコニルカルボキシメチル）スチレン、４－（４'－フルオロ－４－カルコニ
ルカルボキシメチル）α－メチルスチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニ
ルカルボキシ）エトキシメチル）スチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニ
ルカルボキシ）エトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４
－カルコニルカルボキシ）ブトキシメチル）スチレン、４－（４－（４'－フルオロ－４
－カルコニルカルボキシ）ブトキシメチル）α－メチルスチレン、４－（６－（４'－フ
ルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシメチル）スチレン、４－（６－（４'
－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシメチル）α－メチルスチレン、４
－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシメチル）スチレン
、４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシメチル）α－
メチルスチレン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシメチル）スチ
レン、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシメチル）α－メチルスチ
レン、４－（４－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ブトキシメチル）スチレン、４－
（４－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ブトキシメチル）α－メチルスチレン、４－
（６－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ヘキサノキシメチル）スチレン、４－（６－
（４'－フルオロ－４－カルコニル）ヘキサノキシメチル）α－メチルスチレン、４－（
８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクタノキシメチル）スチレン、４－（８－（
４'－フルオロ－４－カルコニル）オクタノキシメチル）α－メチルスチレン、４－（（
３－（４－ビニルフェニル））プロピオニルオキシ）－４'－フルオロカルコン、４－（
（３－（４－ビニルフェニル））プロピオニルオキシ）カルコン、下記式（１）～（８）
で表される化合物等が挙げられる。
【００６７】
【化１３】
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【００６８】
これらのうち、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）スチレンおよび上記
式（１）～（８）で表される化合物が好ましい。これらは、単独でまたは２種以上を組み
合わせて用いることができる。
【００６９】
共役エノン構造を有するマレイミド誘導体としては、例えば４－（４－カルコニルオキシ
）フェニルマレイミド、４－（２－（４－カルコニルオキシ）エトキシ）フェニルマレイ
ミド、４－（４－（４－カルコニルオキシ）ブトキシ）フェニルマレイミド、４－（６－
（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド、４－（８－（４－カルコ
ニルオキシ）オクタノキシ）フェニルマレイミド、４－（４－カルコニルカルボキシ）フ
ェニルマレイミド、４－（２－（４－カルコニルカルボキシ）エトキシ）フェニルマレイ
ミド、４－（４－（４－カルコニルカルボキシ）ブトキシ）フェニルマレイミド、４－（
６－（４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド、４－（８－（４
－カルコニルカルボキシ）オクタノキシ）フェニルマレイミド、４－（２－（４－カルコ
ニル）エトキシ）フェニルマレイミド、４－（４－（４－カルコニル）ブトキシ）フェニ
ルマレイミド、４－（６－（４－カルコニル）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド、４－
（８－（４－カルコニル）オクタノキシ）フェニルマレイミド、４－（２－（４－カルコ
ニルオキシ）エチル）フェニルマレイミド、４－（４－（４－カルコニルオキシ）ブチル
）フェニルマレイミド、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキシル）フェニルマレイ
ミド、４－（８－（４－カルコニルオキシ）オクチル）フェニルマレイミド、４－（２－
（４－カルコニルカルボキシ）エチル）フェニルマレイミド、４－（４－（４－カルコニ
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ヘキシル）フェニルマレイミド、４－（８－（４－カルコニルカルボキシ）オクチル）フ
ェニルマレイミド、４－（２－（４－カルコニル）エチル）フェニルマレイミド、４－（
４－（４－カルコニル）ブチル）フェニルマレイミド、４－（６－（４－カルコニル）ヘ
キシル）フェニルマレイミド、４－（８－（４－カルコニル）オクチル）フェニルマレイ
ミド、４－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）フェニルマレイミド、４－（２－
（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）エトキシ）フェニルマレイミド、４－（４－
（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ブトキシ）フェニルマレイミド、４－（６－
（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド、４－（
８－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）オクタノキシ）フェニルマレイミド、４
－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）フェニルマレイミド、４－（２－（４'
－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）エトキシ）フェニルマレイミド、４－（４－（
４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ブトキシ）フェニルマレイミド、４－（６
－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド、
４－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシ）フェニルマレ
イミド、４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシ）フェニルマレイミド
、４－（４－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ブトキシ）フェニルマレイミド、４－
（６－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド、４－（
８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクタノキシ）フェニルマレイミド、４－（２
－（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）エチル）フェニルマレイミド、４－（４－
（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ブチル）フェニルマレイミド、４－（６－（
４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ヘキシル）フェニルマレイミド、４－（８－（
４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）オクチル）フェニルマレイミド、４－（２－（
４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）エチル）フェニルマレイミド、４－（４－
（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ブチル）フェニルマレイミド、４－（６
－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）ヘキシル）フェニルマレイミド、４－
（８－（４'－フルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクチル）フェニルマレイミド、
４－（２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エチル）フェニルマレイミド、４－（４
－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ブチル）フェニルマレイミド、４－（６－（４'－
フルオロ－４－カルコニル）ヘキシル）フェニルマレイミド、４－（８－（４'－フルオ
ロ－４－カルコニル）オクチル）フェニルマレイミド、４－（８－（４'－フルオロ－４
－カルコニルオキシ）オクタノキシメチル）フェニルマレイミド、４－（８－（４'－フ
ルオロ－４－カルコニルカルボキシ）オクタノキシメチル）フェニルマレイミド、４－（
２－（４'－フルオロ－４－カルコニル）エトキシメチル）フェニルマレイミド、４－（
４－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ブトキシメチル）フェニルマレイミド、４－（
６－（４'－フルオロ－４－カルコニル）ヘキサノキシメチル）フェニルマレイミド、４
－（８－（４'－フルオロ－４－カルコニル）オクタノキシメチル）フェニルマレイミド
、下記式（９）～（１２）で表される化合物等が挙げられる。
これらのうち、４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）フェニルマレイミド
、４－（８－（４－カルコニルオキシ）オクタノキシ）フェニルマレイミド、４－（６－
（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）ヘキシル）フェニルマレイミド、４－（８－
（４'－フルオロ－４－カルコニルオキシ）オクチル）フェニルマレイミド、下記式（９
）～（１２）で表される化合物が好ましい。これらは、単独で、または２種以上を組み合
わせて用いることができる。又、前記スチレン誘導体と組み合わせて用いることもできる
。
【００７０】
【化１４】
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【００７１】
本発明において用いられる上記ポリマーには、本発明の効果を損なわない程度に他のラジ
カル重合性モノマーを併用することができる。
【００７２】
他のラジカル重合性モノマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）ア
クリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、２－
ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アク
リレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレートなどの脂肪族（メタ）アク
リレート化合物；
テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、
グリシジル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタジエン（メタ）アクリレート、ジシク
ロペンタニル（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、イソボ
ルニル（メタ）アクリレートなどの脂環式（メタ）アクリレート化合物；
４－（メタ）アクリロイロキシカルコン、４－（メタ）アクリロイロキシ－４'－フェニ
ルカルコン、４－（メタ）アクリロイロキシ－４'－ペンチルカルコン、４－（メタ）ア
クリロイロキシ－４'－（４－ペンチルフェニル）カルコン、ベンジル（メタ）アクリレ
ート、２－ヒドロキシ－３－フェニルオキシプロピル（メタ）アクリレート、トリス（２
－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリ（メタ）アクリレートなどの芳香族（メタ）
アクリレート化合物；
エチレン、プロピレン、ブテン、スチレン、ｐ－メチルスチレン、ｐ－トリフルオロメチ
ルスチレン、α－メチルスチレン、ｐ－トリフルオロメチル－α－メチルスチレン、４（
４－トリフルオロメチルベンゾイルオキシ）スチレン、ｐ－セチルオキシスチレン、ｐ－
パルミトイルオキシスチレン、４－トリフルオロメチルフェニル－３－（４－ビニルフェ
ニル）プロピオネート、４－セチル－３－（４－ビニルフェニル）プロピオネート、４－
ステアリル－３－（４－ビニルフェニル）プロピオネート、塩化ビニル、酢酸ビニル、ア
クリロニトリル等のビニル化合物；
無水マレイン酸、フェニルマレイミド、４－フルオロフェニルマレイミド、３,５－ジフ
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ルオロフェニルマレイミド、４－（トリフルオロメチル）フェニルマレイミド、４－（セ
チルオキシ）フェニルマレイミド、４－（パルミトイルオキシ）フェニルマレイミド等の
マレイン酸誘導体；
ブタジエン、イソプレン、クロロプレン等のジエン類などが挙げられる。
【００７３】
これらのうち、スチレン、ｐ－メチルスチレン、ｐ－トリフルオロメチルスチレン、α－
メチルスチレン、ｐ－トリフルオロメチル－α－メチルスチレン、ｐ－セチルオキシスチ
レン、ｐ－パルミトイルオキシスチレン、フェニルマレイミド、４－フルオロフェニルマ
レイミド、３,５－ジフルオロフェニルマレイミド、４－（トリフルオロメチル）フェニ
ルマレイミド、４－（セチルオキシ）フェニルマレイミド、４－（パルミトイルオキシ）
フェニルマレイミドが好ましい。
これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
上記ポリマーにおける上記式（IV）－２Ｍで表されるスチレン誘導体および／または上記
式（IV）－３Ｍで表されるマレイミド誘導体の重合比は、好ましくは１０～１００モル％
、特に好ましくは２５～７５モル％である。
【００７４】
本発明において用いられる上記ポリマーは、前記スチレン誘導体および／またはフェニル
マレイミド誘導体を、必要に応じて、アゾビスイソブチロニトリルなどのアゾ化合物、過
酸化ベンゾイルなどの過酸化物などの触媒存在下で重合して得られる。
本発明において、カルコン構造を有するポリマーは１種または２種以上一緒に使用するこ
とができる。また、カルコン構造を有するポリマーとしては、カルコン構造を有するマレ
イミド／スチレン共重合体、カルコン構造を有するポリイミドおよびカルコン構造を有す
るポリアミドよりなる群から選ばれる少なくとも１種であるのが特に好ましい。
【００７５】
　溶剤
　本発明における液晶配向剤は、前記ポリマーの溶液から成る。この際用いられる溶剤と
しては、該ポリマーを溶解し得る有機溶剤であれば特に制限はない。例えば、ポリイミド
を用いる場合には、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ,Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ,Ｎ
－ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、γ－ブチロラクトン、テトラメチル尿
素、ヘキサメチルホスホルトリアミドなどの非プロトン系極性溶媒；ｍ－クレゾール、キ
シレノール、フェノール、ハロゲン化フェノールなどのフェノール系溶媒を例示すること
ができる。これらは、単独または２種以上の溶剤を組み合わせて使用できる。
【００７６】
また、ポリマーがマレイミド重合体、スチレン重合体またはマレイミド／スチレン共重合
体である場合には、例えば、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ,Ｎ－ジメチルアセトアミ
ド、Ｎ,Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、γ－ブチロラクトン、テト
ラメチル尿素、ジメチルイミダゾリジノン、ヘキサメチルホスホルトリアミドなどの非プ
ロトン系極性溶媒；
ブチルセロソルブアセテート、酢酸プロピル、酢酸イソプロピル、酢酸ブチル、酢酸イソ
ブチル、酢酸ペンチル、酢酸イソペンチルなどのエステル系溶媒；
メチルエチルケトン、メチルブチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン
、メチルシクロヘキサノンなどのケトン系溶媒；
クロルベンゼン、オルトジクロルベンゼン、テトラクロルエチレン、１,１,１－トリクロ
ルエタンなどのハロゲン系溶媒；
ｍ－クレゾール、キシレノール、フェノール、ハロゲン化フェノールなどのフェノール系
溶媒を例示することができる。これらは、単独または２種以上組み合わせて使用できる。
なお、前記溶剤には、用いられる重合体の貧溶媒を、重合体が析出しない範囲で併用する
ことができる。
本発明の液晶配向剤の固形分濃度は、通常１～２０重量％である。
【００７７】
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その他の添加剤
本発明において用いられる液晶配向剤は、本発明の効果を損なわない範囲で、特定重合体
以外の重合体を含有することができる。特定重合体以外の重合体としては、ポリイミド、
ポリアミック酸、ポリアミド、ポリエステル、ポリ（メタ）アクリレート、ポリシロキサ
ン、ポリスチレン、ポリマレイミド等が挙げられる。これらのうち、耐熱性に優れている
点からポリイミドおよびポリアミック酸が好ましい。
【００７８】
また、本発明において用いられる液晶配向剤は、プレチルト角の安定化および塗膜強度ア
ップのために、種々の熱硬化性の架橋剤を含有することもできる。熱硬化性架橋剤として
は、多官能エポキシ含有化合物が有効であり、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノ
ールノボラック型エポキシ樹脂、クレゾールノボラック型エポキシ樹脂、環状脂肪族エポ
キシ樹脂、グリシジルエステル系エポキシ樹脂、グリシジルジアミン系エポキシ樹脂、複
素環式エポキシ樹脂、エポキシ基含有アクリル樹脂などが使用できる。市販品では、例え
ばエポライト４００Ｅ、同３００２（共栄社油脂化学工業（株）製）、エピコート８２８
、同１５２、エポキシノボラック１８０Ｓ（油化シェルエポキシ（株）製）などを挙げる
ことができる。
【００７９】
さらに、前述の多官能エポキシ含有化合物を使用する際、架橋反応を効率良く起こす目的
で、１－ベンジル－２－メチルイミダゾールなどの塩基触媒を添加することができる。
【００８０】
また、本発明における液晶配向剤は、基板との接着性を改善する目的で、官能性シラン含
有化合物を含有することができる。官能性シラン含有化合物としては、例えば、３－アミ
ノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、２－アミノプ
ロピルトリメトキシシラン、２－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－（２－アミノ
エチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－ア
ミノプロピルメチルジメトキシシラン、３－ウレイドプロピルトリメトキシシラン、３－
ウレイドプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－エトキシカルボニル－３－アミノプロピルト
リメトキシシラン、Ｎ－エトキシカルボニル－３－アミノプロピルトリエトキシシラン、
Ｎ－トリエトキシシリルプロピルトリエチレントリアミン、Ｎ－トリメトキシシリルプロ
ピルトリエチレントリアミン、１０－トリメトキシイシリル－１,４,７－トリアザデカン
、１０－トリエトキシシリル－１,４,７－トリアザデカン、９－トリメトキシシリル－３
,６－ジアザノニルアセテート、９－トリエトキシシリル－３,６－ジアザノニルアセテー
ト、Ｎ－ベンジル－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－ベンジル－３－アミノ
プロピルトリエトキシシラン、Ｎ－フェニル－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、
Ｎ－フェニル－３－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－ビス（オキシエチレン）－
３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－ビス（オキシエチレン）－３－アミノプロ
ピルトリエトキシシランおよび特開昭６３－２９１９２２号公報記載のテトラカルボン酸
二無水物とアミノ基含有シラン化合物との反応物などを挙げることができる。
本発明における液晶配向剤は、全固形分中の５０重量％以上が、前記カルコン構造を有す
るポリマーであることが好ましい。
【００８１】
液晶配向膜
液晶配向剤を用いて液晶配向膜を形成する方法としては、例えば次の方法が挙げられる。
まず、透明導電膜が設けられた基板の透明導電膜側に、本発明における液晶配向剤をロー
ルコーター法、スピンナー法、印刷法等により塗布し、４０～２００℃の温度で加熱して
塗膜を形成させる。塗膜の膜厚は、好ましくは０.００１～１μｍ、より好ましくは０.０
０５～０.５μｍである。
前記基板としては、例えばフロートガラス、ソーダガラス等のガラス、ポリエチレンテレ
フタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエーテルスルホン、ポリカーボネート等
のプラスチックフィルム等からなる透明基板を用いることができる。
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【００８２】
前記透明導電膜としては、ＳｎＯ2からなるＮＥＳＡ膜、Ｉｎ2Ｏ3－ＳｎＯ2からなるＩＴ
Ｏ膜等を用いることができる。これらの透明導電膜のパターニングには、フォト・エッチ
ング法、予めマスクを用いる方法等が用いられる。
液晶配向剤の塗布に際しては、基板および透明導電膜と塗膜との接着性をさらに良好にす
るために、基板および透明導電膜上に、予め官能性シラン含有化合物、チタネート等を塗
布することもできる。
本発明方法は、上記の如くして、基板上に形成された塗膜に光を照射して液晶配向性を付
与する光照射の際に、膜表面を連続的に線状露光することを特徴とする
添付図面の図１および図２には、本発明の露光法の模式的説明図が示されている。図１は
側面図であり、図２は平面図（上方から見た図）である。
【００８３】
図１および図２に示すように、照射光光源を露光マスクあるいはレーザーホログラッフィ
クにて膜表面直下で線幅が通常１０μｍから１００ｍｍ、好ましくは５０μｍ～２ｍｍの
線状露光部を形成し、その線状露光部を所望のプレチルト角発現方向と逆の方向に並進さ
せることにより、膜形成基板を水平に保ちながら液晶配向性発現とプレチルト角を同時に
発現させることが可能となる。線状露光部の並進速度は好ましくは８００ｍｍ／ｍｉｎ～
１ｍｍ／ｍｉｎである。線状露光部が膜表面を並進するように露光するには光源および／
または露光マスクを移動させてもよいし、膜形成基板を移動させてもよい。
【００８４】
　光照射時、ポリマーはそのガラス転移温度から、ガラス転移温度より１００℃高い温度
までの範囲の温度に加熱されるかまたは該ポリマーに対し１～２０重量％の範囲で溶剤を
含有している。なお、当該溶剤としては、上述した液晶配向剤に用いられる溶剤をそのま
ま用いることができる。なお、本発明の方法によれば、膜形成基板を水平に保ちながら液
晶配向処理を行うので、基板をポリマーのガラス転移温度以上の温度に加熱させるための
ヒーターも容易に設置することができる。
【００８５】
光照射に用いる放射線（光）は偏光および非偏光のいずれでもよい。照射後、場合によっ
てはさらに１５０～２５０℃の温度で加熱処理を行う。放射線としては、１５０ｎｍ～８
００ｎｍの波長を有する紫外線および可視光線を用いることができるが、３２０ｎｍ～４
５０ｎｍの波長を有する紫外線が好ましい。
前記光源としては、例えば低圧水銀ランプ、高圧水銀ランプ、重水素ランプ、メタルハラ
イドランプ、アルゴン共鳴ランプ、キセノンランプ、エキシマーレーザー等が使用できる
。
前記の好ましい波長領域の紫外線は、フィルター、回折格子等を前記光源と併用する等の
手段により得ることができるが、簡便には、偏光板としてパイレックスガラス製偏光板な
ど３２０ｎｍより短い波長の紫外線を透過しないものを、前記光源とともに用いてもよい
。
本発明によれば、１度ないし１０度の液晶プレチルト角の発現が可能である。
【００８６】
液晶表示素子
本発明方法により製造された液晶配向剤を用いて形成される液晶表示素子は、前記液晶配
向膜が形成された基板２枚を、液晶配向膜を照射した直線偏光放射線の偏光方向が所定の
角度となるよう対向させ、基板の間の周辺部をシール剤でシールし、液晶を充填し、充填
孔を封止して液晶セルを構成する。次いで、液晶セルを、用いた液晶が等方相をとる温度
まで加熱した後、室温まで冷却して、注入時の流動配向を除去することが望ましい。
【００８７】
そして、その両面に偏光板の偏光方向がそれぞれ基板の液晶配向膜を照射した直線偏光放
射線の偏光方向と所定の角度を成すように偏光板を張り合わせることにより、液晶表示素
子とする。液晶配向膜が形成された２枚の基板における、照射した非偏光の照射方向ある
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いは直線偏光放射線の偏光方向の成す角度および、それぞれの基板と偏光板との角度を調
整することにより、ＴＮ型またはＳＴＮ型液晶セルを有する液晶表示素子を得ることがで
きる。
前記シール剤としては、例えば硬化剤およびスペーサーとしての酸化アルミニウム球を含
有したエポキシ樹脂等を用いることができる。
【００８８】
　前記液晶としては、ネマティック型液晶、スメクティック型液晶などを用いることがで
きる。ＴＮ型液晶セルの場合、ネマティック型液晶を形成させるものが好ましく、例えば
シッフベース系液晶、アゾキシ系液晶、ビフェニル系液晶、フェニルシクロヘキサン系液
晶、エステル系液晶、ターフェニル系液晶、ビフェニルシクロヘキサン系液晶、ピリミジ
ン系液晶、ジオキサン系液晶、ビシクロオクタン系液晶、キュバン系液晶等が用いられる
。またＳＴＮ型液晶セルの場合、前記液晶に、例えばコレスチルクロライド、コレステリ
ルノナエート、コレステリルカーボネート等のコレステリック液晶や商品名Ｃ－１５、Ｃ
Ｂ－１５（メルク社製）として販売されているようなカイラル剤等をさらに添加して使用
することもできる。さらに、ｐ－デシロキシベンジリデン－ｐ－アミノ－２－メチルブチ
ルシンナメート等の強誘電性液晶も使用することができる。
【００８９】
液晶セルの外側に使用される偏光板としては、ポリビニルアルコールを延伸配向させなが
ら、ヨウ素を吸収させたＨ膜と呼ばれる偏光膜を酢酸セルロース保護膜で挟んだ偏光板、
又はＨ膜そのものからなる偏光板等を挙げることができる。
以下実施例により本発明をさらに詳述する。本発明はこれらの実施例により何ら制限され
るものではない。
【００９０】
【実施例】
実施例１
図１は本発明の実施例１のガラス転移点以上の温度で配向膜基板の加熱をしながら光照射
を行う液晶配向処理過程を示している。
【００９１】
４－（６－（４－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）フェニルマレミド－４－（６－（４
－カルコニルオキシ）ヘキサノキシ）スチレン交互共重合体をγ－ブチロラクトンに４ｗ
ｔ％の比率で溶かして液晶配向剤を調製し、これをガラス基板に塗布し、１８０℃ホット
プレートで溶剤を乾燥させることにより８００Åの膜厚の塗膜を形成した基板を得た。こ
の基板を図１に示すようにホットプレートに載せガラス転移点以上（１６０℃）に加熱し
た。この基板に対し、図１に示すように光源１から２５ｍＷ／ｃｍ2の出力の波長３６５
ｎｍの照射光２を露光マスク３を介して照射して線幅１ｍｍの線状露光部を生成した。こ
の基板に対し、露光部を７の方向に移動速度５０ｍｍ／ｍｉｎで並進移動させた。この露
光工程により得た２枚の基板を半平行にセル厚１８μｍセルを作成し、液晶５ＣＢ（メル
ク社製）を注入した。この液晶セルをクリスタルローテンション法により液晶プレチルト
角を測定すると０.５度のプレチルト角が発現されていることが確認された。
基板温度を変えた他は、上記工程と同様にして液晶配向膜を作成した。
測定された基板温度と液晶プレチルト角の関係を図３に示す。
【００９２】
【発明の効果】
本発明によれば、斜め照射を行わずに、液晶配向素子に必要な液晶プレチルト角を発現さ
せることができる。本発明方法の実施には複雑な装置を必要とすることなく、大型基板で
も容易に対象としうる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明方法を説明するための概略説明図（側面図）である。
【図２】本発明方法を説明するための概略説明図（平面図）である。
【図３】本発明を実施して得られた基板温度のプレチルト角との関係の一例である。
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【図４】従来の斜め一括露光法を説明するための概略図（側面図）である。
【符号の簡単な説明】
１　光源
２　照射光
３　露光マスク
４　光配向塗布基板
５　基板
６　ヒーター
７　露光マスク移動方向

【図１】

【図２】

【図３】
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